
１１１１    事業事業事業事業のののの目的目的目的目的    

２×４住宅を計画する場合、国土交通省告示１５４０号の第１～第８に適合しＪＡＳに規定

している構造材を使用して建築することは可能であるが、３階建などを設計及び構造計算す

る場合には「くぎ接合部の１面せん断耐力」や「金物接合部耐力」の数値が必要になる。し

かし、現状の「告示」や「枠組壁工法建築物構造計算指針」「Ｃマーク金物一覧」にはＤ Ｆ

ｉｒ-Ｌ・Ｈｅｍ-Ｆｉｒ・Ｓ-Ｐ-Ｆの３種類のみの耐力表記になっているため、想定される

地域材スギ（Ｗ Ｃｅｄａｒ）・ヒノキ、カラマツ（Ｈｅｍ-Ｔａｍ）を使用する場合に用い

る耐力数値をどの様に運用すればよいかが不明確である。このため現在表記されている耐力

数値と比較し地域材の耐力数値をどの様に関連を持たせ運用していけるか試験を行い明確

にしていく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２２２    事業事業事業事業のののの内容等内容等内容等内容等    

（１） 事業の内容 

２×４住宅で代表的に使用されているＳ-Ｐ-Ｆ甲種２級の耐力数値を地域材でも運用でき

るか検討する為、以下の項目について比較試験を行った。 

Ⅰ、くぎの枠組材及び面材におけるめり込み試験 

Ⅱ、くぎ接合における枠組材同士及び枠組材と面材の一面せん断試験 

Ⅲ、Ｃマーク金物の耐力試験 

Ⅳ、小屋組トラスの接合金物の耐力試験 

（２） 事業実施体制 

①試験機関 

・徳島県立工業技術センター 

・財団法人日本住宅・木材技術センター 

②材料及び試験体作成 

・院庄林業株式会社 

・株式会社オロチ 

・株式会社キーテック 

・住友林業クレスト株式会社 

・プライムトラス株式会社 

・株式会社三菱地所住宅加工センター 

③企画・まとめ 

・三菱地所ホーム株式会社 



３３３３    事業事業事業事業のののの実施結果実施結果実施結果実施結果    

（１） 素材面の検討 

原材料の安定供給及び基準材料強度の安定性を考えＪＡＳ基準に適合した集成材及びＬＶ

Ｌを想定した。 

（２） 強度試験及びデータ整備 

①試験体 

試験体の樹種及び強度区分を以下に表記する。 

・Ｓ-Ｐ-Ｆ 甲種 ２級 

・スギＬＶＬ ８０Ｅ １級 ３５Ｖ-３０Ｈ 

・カラマツＬＶＬ １２０Ｅ １級 ５０Ｖ-４３Ｈ 

・ヒノキ 甲種 ２級 

・ヒノキ集成 Ｅ９５-Ｆ２７０ 

・ヒノキ集成 Ｅ１０５－Ｆ３４５ 

・スギヒノキハイブリット合板 ９ｍｍ ３ﾌﾟﾗｲ １級 Ｅ７０－Ｆ２２０ 特類 

・スギヒノキハイブリット合板 15ｍｍ ５ﾌﾟﾗｲ １級 Ｅ６５－Ｆ２０５ 特類 

・スギヒノキハイブリット合板 28ｍｍ ９ﾌﾟﾗｲ ２級 特類 

②試験方法 

下記の資料を基に試験方法を作成した。 

・材料及び接合部の許容応力度等を定める試験・評価方法とその解説：[２００７年 枠組

壁工法建築物構造計算指針 第Ⅴ編] 

・接合金物試験法規格（Ｃマーク表示金物）：[㈶日本住宅・木材技術センター] 

・メタルプレートコネクター接合：[木質構造設計規準・同解説] 

４４４４    事業事業事業事業のののの成果成果成果成果とととと今後今後今後今後のののの課題課題課題課題    

今回の試験結果では、ほぼすべての材料においてＳ-Ｐ-Ｆの基準数値及び同じ試験方法をし

たＳ-Ｐ-Ｆ甲種２級の数値と比較し同等かそれ以上の数値を示しているため、現状のＳ-Ｐ-

Ｆの基準値を運用しても問題ないように思われる。 

また、今後地域材のＪＡＳによる取扱が変更された場合でも構造計算等をする場合は「くぎ

接合部の１面せん断耐力」や「金物接合部耐力」の耐力数値を明確にしていくことが望まれ

る。 

 

５５５５    試験報告書試験報告書試験報告書試験報告書    

 ＊添付資料 

  


